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l.OECD多国籍企業行動指針く卜行動指針Jlはl多国籍企業に対して政府

が行う勧告であるo行勤指針は1適用可能な法律と合致したl責任ある
事業行動のための任意の原則及び基準を提供するo行動指針はlこれら
企業の活動と政府の救策との間の調和の確俣,企業と企業が活動する社
会との間の相互信頼の基礎の強化,列国投資課境の改善の支援.及ぴ多

国籍企琴による持続可能な開発ヘの頁献の強化を目的としているo行動
指針はOECDの国際投資及ぴ多国籍企業に関する宣吉の-部であるoこ
の宣言は,行動指針の他に.内国民待遇l企業に関する相反する要求l
国際投資促進要因及ぴ抑制要因に関する内容をその構成要素とするo

2.国際的な事業は大きな構造変化を経験した.行動指針それ自体もこれら
変化を反映して進化してきた.サ-ビス産業及び知識集約産業の隆盛と
ともにlサ-ビス企業及び技術系企業が国際市場に参入してきた.依然
として大企業が国際投資の主要な割合を占めており.大現模な国際的合
併が行われる傾向があるo同時にl中JJl企業による外国投資も増加して
おり.これら企業は今や国際的な場で重要な役割を果たしている.多国
籍企業fL 国内企業と同様に,より広範な事業上の体制や組織形態を擁
するまでに進化した.戦略的提携と供給者や契約者とのより密接な関係
はl企業の境界を不明瞭なものとする傾向にある.

3.多国簿企業の構造の急速な進化はl列国直接投資が急速に成長した開発
途上世界でのこれら企業の活動にも反映されている.開発途上国におい
て,多EEF籍企業はl第-次産品生産や採掘産業を超えてl製造業,組立
業.国内市場開発及ぴサ-ピスヘと多様化した.

4.多国籍企業の活動TL 国際賃易及び投資を通じ1 0ECD加盟国経済相互間

の,またOECD加盟国とその他の地域との間の関係を強化しl深化させた.

多国籍企業の活動rL企業の母国及ぴ受入国に大きな利益をもたらす.こ
れら利益はl消薫者が購入を望む製品及ぴサ-ピスを競争的価格で提供しl

資本の供給者に対して公正な収益を提供するときに生じる.多国籍企業の
貿易及ぴ投資活動は.資本.技術l人的資源及び天然資源の効率的利用に
貢献する.これらは世界の諸地域閏の技術移転と地域の諸条件を反映した

技術の発展を容易にする.企業.は.また,正規の訓練及び職業活動を通じ
た学習によってl受入国における人的資本の開発を促進するo

5.経済の変化の性質,範囲及び遠度はl企業と企業の関係者に新たな戦略
的課題をもたらした.多国籍企業は.社会面1経済面及び環境面での目
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